
１. 会社のルールと規律
　 （1）職場の規律
　 （2）QCDS のルール
　 （3）社会人としての規律
２. 仕事の指示の受け方と報連相
　  ポイント解説
◎  相互演習
　  上司と部下役でロールプレイング
３. モノづくりとチームワーク
　 （1）モノづくりの仕組みの理解
　 （2）後工程はお客様
　 （3）チームワークとコミュニケーション

◎ グループ演習
　  設計～購買～生産～販売の生産

プロセス・シミュレーション
　  モノづくりを理解し QCDS を

高めることを実践する
４. 目標設定と自己啓発
　 （1）組織の中で個人を生かす
　 （2）ライフプランと自己実現
　 （3）石の上にも 3 年
　 （4）自己成長のためのポイント
◎  個人演習
　  自己分析と目標設定

ビジネスセミナーのご案内

　本セミナーでは、職場の雰囲気や日常業務に慣れてきた製造現場で働く新入社員の方を対象に、日常業務の
基礎を学び、定着を図ることを目的としています。ロールプレイングやシミュレーションゲームを交え、正し
く仕事をするための指示の受け方、良好な人間関係をつくるポイントやチームワークの大切さを学びます。会
社における自身の役割を認識したうえでどのように働くべきかを考え、実践に役立てていただきます。

　一部上場大手メーカー勤務後、（社）日本能率協会、（社）中部産
業連盟、トーマツコンサルティング㈱などを経て、2005 年にトヨタ
グループ OB らと現コンサルティングファームを設立し、現在に至る。
TPS ベースの現場改善、5S などのテーマで国内外のコンサルティン
グおよび、講演会・セミナー等で活躍中。
著書：「最新トヨタ方式の基本と実践がよ～くわかる本」、「最新 5S
の基本と実践がよ～くわかる本」（以上秀和システム）など

セミナーの
ねらい

受 講 申 込 書

ご参加者名セミナー開催日 ご参加者名 ご参加者名

電 　 話

ご 住 所

貴 社 名

お取引店 店

必 要事 項をご記入のうえ、ＦＡＸにてお送りください。

〒   　　　－

□ 会員No　　　　　　　　　　    　　　　　　　□ 一般 □ パスポート会員

※受講券は開催日１週間前までにご送付させていただきます。

私（申込責任者）は下記「個人情報の取扱に関する重要事項」を
私と各参加者が確認し、承諾したうえで申し込みます。

■申込責任者名

（　　　年） （　　　年） （　　　年）
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※1  参加者属性に合わせたセミナーの内容とするために利用いたします。可能な範囲でご記入ください。
キャンセルの場合は、開催の前営業日ま
でにご連絡ください。ご連絡のない場合、
また当日キャンセルの場合は、受講料を
頂 戴いたしますのでご了承ください。

役職※1（在職年数） 役職※1（在職年数） 役職※1（在職年数）

■講師プロフィール

■カリキュラム

日 時

会 場

受講料

定 員

ＯＫＢ総研セミナールーム

30

対 象

お 振 込 み
に変 更する

株式会社 ＯＫＢ総研　共立ビジネスクラブ事務局
0120-39-5505TEL. FAX.0584-74-2688お問い合わせ

10:00 17:00～6 11月 日 ( )火
2019年

会員
一般

5,400
12,960 （消費税込み）

円
円

（大垣市郭町2-25　Kixビル5階）

名

受講料 キャンセルについて

講 師　　コンサルソーシング株式会社  エグゼクティブ・コンサルタント　石川 秀人 氏

※定員になり次第締め切らせていただきます。
　お申込状況によっては、開催を見送ることが
　あります。

〈受講料のお支払い方法〉
【共立ビジネスクラブ会員様】 会費のお支払い指定口座から自動振替いたします。

※お振込みをご希望の会員様は、右欄に　  チェックしてください。後日、振込用紙（振込手数料お客様負担）を送付します。
【一般のお客様】お振込みでのお支払いになります。後日、振込用紙（振込手数料お客様負担）を送付します。

経 営 者
 幹　部 管 理 者

中　堅
実務担当者

若手社員
新入社員

1.（名称）株式会社ＯＫＢ総研（連絡先）TEL ／ 0584-74-2611　2. ご記入いただきました個人情報は、株式会社ＯＫＢ総研の「個人情報保護方針」および「個人
情報の取り扱いについて」に従い適切に取り扱います。　3.（個人情報の利用目的）セミナーに関する申し込みの受付とその業務の運営管理のために利用いた
します。　4. お客様が本申し込みに必要な記載事項の記載を希望しない場合、および本重要事項の内容の全部、または一部を承諾していただけない場合、本申
し込みをお断りすることがあります。

■個人情報の取り扱いに関する重要事項

製造現場で働く新入社員のためのフォローアップセミナー

ビジネスセミナーのご案内

　人事評価制度と聞くと、単に給与や賞与を決めるためのものと考えてしまいますが、それだけではありません。人事評価制度は、「会社
に貢献できる人材の育成」のためにあるのです。「会社に貢献できる人材（＝会社が評価する人材）」に育ってもらうためには、人事評価
制度において、評価指標をしっかりと提示し、道筋を作り上げて、育てるという過程が必要です。
　本セミナーでは、人事評価制度を作る、または見直すにあたり「人事にかかる課題とは」、「課題に対する検討事項」、「制度の運用方
法」について、ワークを入れながら学んでいただきます。

　神戸大学 経済学部／神戸大学大学院 経済学研究科卒
　「中小企業オーナーの夢をかなえるサポートをする」
ことを目標として、在学中に税理士資格を取得すると
同時に、TAC にて講師経験を積む。卒業後、企業税務
のプロフェッショナルとして、法人の税務・財務・会
計サポートを行う。また、最近では企業の問題解決を
全般に引き受け、人事制度や教育研修など、人材育成
コンサルタントとしての活躍の場を広げている。
　セミナーではゲームやロープレ、グループ討議など
ワークを多数取り入れ、楽しく・実践的に学べるスタ
イルが人気である。ファンも多く、自らが目標パーソ
ンになることで、受講生の自発性やモチベーションを
引き上げている。

セミナーの
ねらい

1．最近の動向／時代背景…中小企業の五十苦
2．わが社の発展を阻害するものは？
3．わが社の人事評価に潜むリスクは？
4．エンゲージメントを向上させる人事評価
5．業績を向上させる人事評価
6．人材を育てる人事評価
7．OKR（目標の設定・管理方法）と人事評価

受 講 申 込 書

ご参加者名セミナー開催日 ご参加者名 ご参加者名

電 　 話

ご 住 所

貴 社 名

お取引店 店

必 要事 項をご記入のうえ、ＦＡＸにてお送りください。

〒   　　　－

□ 会員No　　　　　　　　　　    　　　　　　　□ 一般 □ パスポート会員

※受講券は開催日１週間前までにご送付させていただきます。

私（申込責任者）は下記「個人情報の取扱に関する重要事項」を
私と各参加者が確認し、承諾したうえで申し込みます。

■申込責任者名

（　　　年） （　　　年） （　　　年）
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※1  参加者属性に合わせたセミナーの内容とするために利用いたします。可能な範囲でご記入ください。
キャンセルの場合は、開催の前営業日ま
でにご連絡ください。ご連絡のない場合、
また当日キャンセルの場合は、受講料を
頂 戴いたしますのでご了承ください。

役職※1（在職年数） 役職※1（在職年数） 役職※1（在職年数）

■講師プロフィール

■カリキュラム

日 時

会 場

受講料

定 員

OKB Harmony Plaza 名駅

30

対 象

お 振 込 み
に変 更する

株式会社 ＯＫＢ総研　共立ビジネスクラブ事務局
0120-39-5505TEL. FAX.0584-74-2688お問い合わせ

10:00 17:00～6 13月 日 ( )木
2019年

会員
一般
10,800

25,920 （消費税込み）

円
円

（名古屋市中村区名駅4-6-17  名古屋ビルディング10階）

名
※定員になり次第締め切らせていただきます。
　お申込状況によっては、開催を見送ることが
　あります。

受講料 キャンセルについて

講 師　　御堂筋税理士法人 税理士　西口 知世 氏

〈受講料のお支払い方法〉
【共立ビジネスクラブ会員様】 会費のお支払い指定口座から自動振替いたします。

※お振込みをご希望の会員様は、右欄に　  チェックしてください。後日、振込用紙（振込手数料お客様負担）を送付します。
【一般のお客様】お振込みでのお支払いになります。後日、振込用紙（振込手数料お客様負担）を送付します。

経 営 者
 幹　部 管 理 者

中　堅
実務担当者

若手社員
新入社員

1.（名称）株式会社ＯＫＢ総研（連絡先）TEL ／ 0584-74-2611　2. ご記入いただきました個人情報は、株式会社ＯＫＢ総研の「個人情報保護方針」および「個人
情報の取り扱いについて」に従い適切に取り扱います。　3.（個人情報の利用目的）セミナーに関する申し込みの受付とその業務の運営管理のために利用いた
します。　4. お客様が本申し込みに必要な記載事項の記載を希望しない場合、および本重要事項の内容の全部、または一部を承諾していただけない場合、本申
し込みをお断りすることがあります。

■個人情報の取り扱いに関する重要事項

ES（働きやすさ）からエンゲージメント（働き甲斐）へ

人材争奪戦時代の「人を育てる」人材管理と人事評価

NEW


